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研究成果の概要（和文）：本研究では、北魏に見られる内朝（非漢民族国家・北魏に存在した皇帝の側近官集団）と、
元に見られるケシク（非漢民族国家・元に存在した皇帝の側近官集団）、遼に見られる著帳官（非漢族国家・遼に存在
した側近官集団）、漢民族国家・漢に見られる郎官との同質性を解明し、そのもつ歴史的意義を解明した。また合せて
古代日本においてもこうした内朝官に類したものが見出されるが、それと中国史上における内朝とがどのように関連す
るのか、こうした組織が何故中国史上に幾度かにわたり出現するのかという原因を探り、前近代中華帝国の核をどのよ
うなものとして捉えることが出来るのかを解明した。

研究成果の概要（英文）：In this study, I elucidated the homogeneity of Inner courts 内朝　that are the 
aides of the emperor seen in North Wei 北魏 Dynasty, Yuan 元 Dynasty, Liao 遼 Dynasty, and Han 漢 
Dynasty.In addition, such an organaization was found in ancient Japan's inner court,too.I investigated 
the cause such an organization found on the history in these dynasties.
It concern with the construction of the Chinese Dynasty in pre-modern.

研究分野： 東洋史

キーワード： 内朝　ケシク　著帳官　郎官　北魏　元　遼　ヒヤ
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１．研究開始当初の背景 
今回の研究(題目「中華帝国の構造について

の比較史的考察」)の代表者は、これまでその
研究の一環として中国南北朝時代の北魏に
おける皇帝の側近官集団(内朝と呼ばれた)に
ついて考察してきた。これは非漢民族である
鮮卑が建国した北魏の中枢に存在した鮮卑
族を中心とする支配集団組織である。 
その際、非漢族国家である元にも相似た組

織であるケシクと呼ばれる組織が存在する
ことに気づいた。 
とすればそれは北魏のみに関わる問題で

はなく、中国史上における非漢民族王朝全体
の問題と関わる問題ということになる。 
また、内朝と相似た組織は漢民族が建国し

た、かつ中国王朝の始源というべき漢王朝に
も存在した。とすればこの問題は中国史上に
おける非漢民族王朝に関わる問題というレ
ヴェルを越え、非漢民族、漢民族を包含する、
中国史全般に関わる問題であることになろ
う。 
また、この北魏の内朝に見られる皇帝側近

官の組織(内朝)は、古代日本の倭国にもそれ
と類似の現象を見ることが出来る。つまりこ
の内朝の問題、すなわち王権の間近に展開し
た側近官組織の問題は世界史的な意味をも
もつとも言えるであろう。  
こうした認識のもと、研究を深化させてみ

ようとしたのが、研究開始当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
前近代中国における専制体制が如何なる

ところから生じてくるのか、という問題は今
日的に見ても重大な問題である。それが何故、
帝国という形をとるのか、という点もまたそ
れと密接に関連するといえよう。 
中国史の歴史展開において、漢民族ととも

に、非漢民族が果たした役割に巨大なものが
あることも、周知のことがらであろう。 
こうした問題すべてに対して、具体的に如

何なる形で接近するかは容易ではない。その
際、ここで考察の対象とした内朝の問題は、
その問題解決の上で、極めて有効、かつ明瞭
な手がかりを与えてくれる視座ということ
ができる。 
北魏における皇帝の側近官集団と同質・相
似の集団は、上記の「１．研究開始当初の背
景」で述べたように元にも見られるが、それ
と同質・相似の集団がそれ以外の王朝、地域
に見られるとすれば、それは世界史的に見て
大きな意義を有するであろう。本研究の目的
はそうした予測の検証、およびその歴史的意
義を明らかにすることにあった。 
 
３．研究の方法 
本研究では、前近代中華帝国の構造如何と

いう問題との関連で、⑴元に見られるケシク
（非漢民族国家・元に存在した皇帝の側近官
集団）と北魏に見られる内朝（非漢民族国
家・北魏に存在した皇帝の側近官集団）とが

どのような点で一致し、どのような点で異な
っていたのかを明らかにし、そのもつ歴史的
意味を解明すること、⑵中国史上の非漢民族
国家に見られるこれら皇帝の側近官より構
成されるケシク（元）・内朝（北魏）組織と、
それより前の時代、漢民族によって建国され
た漢における所謂内朝との類似性に注目し、
それがどのような関係にあるのかというこ
とを明らかにすること、⑶古代日本において
もこうした内朝官に類したものが見出され
るが、それと中国史上における内朝とがどの
ように関連するかを明らかにすること、⑷上
記の考察を通じて、こうした組織がどのよう
な理由から、中国史上に幾度かにわたり出現
するのかという原因を探り、前近代中華帝国
の核をどのようなものとして捉えることが
できるのかということを追究する方法をと
った。 
 
４．研究成果 
上記「３．研究の方法」の⑴,⑵,⑶,⑷に

ついてほぼそのすべてを解明することが出
来た。これは本研究の代表者が今回の研究に
おいて解明を目指したところである。その成
果は、以下の発表済成果において示したが、
とりわけ、本研究期間の最終年度において刊
行した著書：川本芳昭『東アジア古代におけ
る諸民族と国家』、汲古書院、2015 において
全体の成果を体系的に示した。 
また、本研究における研究分担者にはそれ

に関連し、各々漢代における内朝に関わる研
究、南朝における内朝に関わる研究、北朝、
隋唐・遼における内朝に関わる研究を委嘱し
た。その結果、各々、漢代の郎官、南朝の制
局監、北朝隋唐・遼における内廷と和蕃公主
の問題を進展させることが出来た。その具体
的成果は研究分担者各自の発表成果に表れ
ている。 
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